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「
ゴ
ギ
に
魅
せ
ら
れ
て
」
と
題

し
た
講
演
で
は
、
中
国
地
方
の

河
川
を
中
心
に
イ
ワ
ナ
の
亜
種

で
あ
る
ゴ
ギ
を
長
年
、
調
査
研

究
を
し
た
河
合
幸
一
郎
広
島
大

学
名
誉
教
授
が
、
遺
伝
子
に
よ

る
分
類
や
ゴ
ギ
と
ニ
ッ
コ
ウ
イ 

                 

前
回
と
同
じ
「
三
段
峡
フ
ォ

ト
ア
ル
バ
ム
」
に
掲
載
さ
れ
て 

 

い
る
「
石
樋
」
で

あ
る
。
名
は
岩
盤

が
樋
の
よ
う
に
削

れ
て
い
る
地
形
に

由
来
し
て
い
る
。

右
上
部
に
は
探
勝

路
と
木
造
の
休
憩 

             

     

ワ
ナ
の
生
体
的
な
違
い
、
河
川

争
奪
、
斑
紋
の
違
い
を
解
説
し
、

河
川
改
修
や
広
葉
樹
林
伐
採
に

よ
る
悪
影
響
を
説
明
し
た
。 

落
ち
葉
が
溜
ま
っ
て
栄
養
分

が
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
、
カ
ゲ
ロ
ウ

な
ど
が
育
つ
淵
の
環
境
変
化
を

指
摘
。
聴
講
し
た
釣
り
フ
ァ
ン

は
「
皆
伐
さ
れ
た
山
の
近
く
で

は
全
く
釣
れ
な
か
っ
た
」
と
話

し
、
広
葉
樹
林
と
川
の
環
境
と 

     

自
然
遊
び
縁
・
冬
編
が
「
節

分
に
鬼
退
治
の
道
具
を
作
ろ

う
」
と
題
し
て
二
月
二
日
、
広

島
市
西
区
の
無
印
良
品
ア
ル
パ 

    

所
が
見
え
る
＝
拡
大
写
真
＝
。

現
在
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
に
な

っ
て
い
る
。 

 

右
手
は
広
い
岩
盤
だ
が
低
木

類
は
現
在
と
比
べ
て
少
な
く
、

す
っ
き
り
し
て
い
る
。
ア
ル
バ

ム
は
一
九
五
七
年
、
樽
床
ダ
ム

が
竣
工
す
る
四
年
前
に
作
製
さ

れ
た
。
当
時
は
大
雨
に
よ
る
定 

    

の
関
連
を
実
感
し
て
い
た
。 

 

坂
本
麻
人
監
督
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
「
ミ
ル
ク
の
中

の
イ
ワ
ナ
」
は
、
交
雑
や
放
流
し

て
も
増
え
な
い
現
状
、
漁
協
の

体
力
低
下
な
ど
イ
ワ
ナ
を
巡
る

現
実
を
浮
き
彫
り
に
し
、
釣
り

人
や
人
間
が
関
わ
る
環
境
保
全

の
意
義
が
強
調
さ
れ
た
。 

 

講
演
は
三
十
二
人
が
聴
講
、

映
画
は
四
十
五
人
が
鑑
賞
し

た
。
さ
ん
け
ん
の
主
催
イ
ベ
ン

ト
で
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
瀬
戸

内
オ
リ
ー
ブ
基
金
の
助
成
事

業
。
井
上
嵩
裕
隊
員
が
企
画
、
運

営
を
担
当
し
た
。 

  

は
が
聴
講
。 

  

ー
ク
店
で
開
か
れ
た
。
安
野
神

楽
団
の
協
力
で
弓
矢
づ
く
り
と

衣
装
を
着
る
体
験
を
し
た
。
安

芸
太
田
町
外
で
の
開
催
は
初
。 

 
 

   

期
的
な
増
水
が
岩
盤
を
洗
っ
て

い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

 

ア
ル
バ
ム
は
写
真
が
印
刷
さ

れ
た
本
で
は
な
く
、
印
画
紙
を

台
紙
に
貼
り
、
印
刷
し
た
解
説

文
を
糊
付
け
し
た
手
づ
く
り
感

の
強
い
代
物
だ
。 

 

古
書
店
で
買
い
求
め
た
の
だ

が
、
小
冊
子
が
二
つ
挟
ま
っ
て 

         

           

Ｄ
Ｒ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
が
今
春
か
ら
販

売
を
予
定
し
て
い
る
、
台
湾
人

対
象
の
渓
流
釣
り
と
三
段
峡
の

雪
景
色
を
楽
し
む
二
つ
の
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
が
二
月
二
十
一

日
、
台
湾
の
女
性
イ
ン
フ
ル
エ 

 

当
初
、
雪
遊
び
を
計
画
し
て

い
た
が
、
共
催
の
同
社
担
当
者

か
ら
「
都
会
の
人
に
は
冬
の
装

備
が
ハ
ー
ド
ル
に
な
っ
て
い

る
」
と
指
摘
が
あ
り
、
出
張
開

催
に
な
っ
た
。
予
約
者
以
外
も

受
入
れ
て
賑
わ
っ
た
。 

 

い
た
。
一
つ
は
日
本
自
然
保
護

協
会
の
田
村
剛
理
事
長
以
下
、

理
事
や
評
議
員
が
署
名
し
た

「
三
段
峡
の
電
源
開
発
に
関
す

る
反
対
陳
情
書
」、
も
う
一
つ
は

地
元
の
各
村
長
や
議
員
、
教
育

長
ら
の
連
名
に
よ
る
同
様
の
陳

情
書
だ
っ
た
。 

 

フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム
は
、
ダ
ム

建
設
反
対
の
た
め
に
必
死
の
思

い
で
作
製
さ
れ
た
と
推
察
で
き

る
の
で
あ
る
。 

（
松
尾
俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

          

ン
サ
ー
Ｒ
ｕ
ｒ
ｕ
さ
ん
と
ツ
ア

ー
ガ
イ
ド
の
木
村
紘
大
さ
ん
が

参
加
し
て
、
井
上
嵩
裕
隊
員
の

案
内
で
実
施
さ
れ
た
。
二
人
は

台
湾
と
日
本
の
山
を
メ
イ
ン
に

ツ
ア
ー
を
販
売
し
て
い
る
。 

 

今
回
の
二
つ
の
ツ
ア
ー
は
外

国
人
向
け
に
販
売
し
、
三
段
峡

の
新
し
い
客
層
の
獲
得
を
狙
っ

て
い
る
。
深
入
山
山
麓
で
の
ス

ノ
ー
ハ
イ
ク
も
体
験
し
た
Ｒ
ｕ

ｒ
ｕ
さ
ん
は
「
広
島
が
こ
ん
な 

 

に
雪
深
い
と
は
知
ら
な
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
た
。 

     

休
眠
預
金
活
用
事
業
の
交
付

を
受
け
た
事
業
期
間
の
三
年
が

終
了
し
、
中
国
地
方
の
七
団
体

が
二
月
二
十
八
日
、
松
江
市
に

集
ま
っ
て
活
動
報
告
会
が
開
か

れ
た
。 

 

さ
ん
け
ん
は
一
〇
五
〇
万
円

の
交
付
金
で
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
を
開
設
し
た
。

本
宮
炎
理
事
長
は
計
画
段
階
か

ら
オ
ー
プ
ン
ま
で
の
経
過
や
活

動
の
広
が
り
、
今
後
の
目
標
に

つ
い
て
発
表
し
た
。
事
務
局
か

ら
は
「
実
行
力
や
事
務
能
力
が

あ
り
、
伸
び
る
と
思
っ
て
い
た
」

と
評
価
さ
れ
た
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

る
は
ず
だ
が
、
冬
季
は
危
険
で
立

ち
入
れ
ず
残
念
だ
。
龍
頭
峡
は
一

九
七
三
年
、
広
島
県
自
然
環
境
保

全
地
域
に
さ
れ
た
。
三
段
峡
と
と

も
に
大
切
な
自
然
資
源
で
あ
る
。 

     

▼
氷
瀑 

さ
ん
け
ん
新
聞 

 

強
烈
寒
波
が
居
座
っ
た
二
月
、

龍
頭
峡
の
二
段
滝
が
氷
瀑
に
な

っ
た
。
落
差
四
十
㍍
は
圧
巻
、
滝 

  

一口メモ 

壺
近
く
の
氷
塊
は
青
白
く
見
え

て
神
秘
的
だ
っ
た
。
温
暖
化
に

よ
り
見
ら
れ
る
機
会
は
貴
重
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
三
段
峡
内
の

多
く
の
滝
も
氷
瀑
に
な
っ
て
い

１ 
    

ダ
ム
反
対
の
思
い
を
込
め
た
石
樋
の
写
真 

（２８） 

イワナの保護テーマに講演会＆上映会 

 渓流魚・イワナの生態や保全をテーマにした講演会と上

映会が 2 月 22 日、広島市中区のパタゴニア広島の店内で

開かれた。釣りファンや漁協関係者が集まり、ともに定員

を上回る盛況ぶりだった。「環境保全について考える冬の

暮」と銘打った三段峡名勝指定 100周年記念事業の第４弾。 

 

 

 

 

 

人
が
関
わ
る
環
境
保
全
学
ぶ 

釣
り
フ
ァ
ン
や
漁
協
関
係
者
集
ま
り
盛
況 

氷
瀑
と
な
っ
た
龍
頭
峡
の
二
段
滝
（
二
月
九
日
撮
影
） 

台
湾
人
対
象
に
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
実
施 

Ｄ
Ｒ
Ｏ
Ｐ
Ｓ 

今
春
か
ら
販
売
予
定 

都
会
っ
子 

神
楽
を
体
験 

自
然
あ
そ
び
縁 

安
芸
太
田
町
外
で
初
開
催 

「高梁野鳥の会」と交流 
ヤマセミ保全で情報提供 

 

Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
の
成
果
発
表 

休
眠
預
金
事
業
報
告
会 

 

三段峡名勝指定１００周年記念事業 第４弾 

ゴギの研究成果や河川環境について
説明する河合幸一郎さん（右） 

 

 

岡
山
県
高
梁
市
の
高
梁
野
鳥
の
会
が
二
月
十
五
日
、

二
十
七
人
が
参
加
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
市
の
鳥
ヤ

マ
セ
ミ
を
学
ぶ
一
日
」
を
開
い
た
。
さ
ん
け
ん
で
保
全

活
動
を
指
導
し
て
い
る
上
野
吉
雄
さ
ん
と
佐
藤
亜
紗

ヤ
マ
セ
ミ
部
長
が
招
か
れ
た
。
上
野
さ
ん
は
広
島
県
西

部
で
の
繁
殖
状
況
な
ど
を
説
明
し
、佐
藤
さ
ん
は
人
工

巣
穴
設
置
と
紙
芝
居
「
ヤ
マ
セ
ミ
の
巣
穴
」
を
発
表
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
巣
穴
を
設
置
し
た
い
」「
紙
芝

居
を
読
み
聞
か
せ
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。 

 

市
の
鳥
に
制
定
さ
れ
て
い
る
ヤ
マ
セ
ミ
が
見
ら
れ

な
く
な
り
、同
会
の
黒
田
聖
子
会
長
が
日
本
野
鳥
の
会

広
島
支
部
へ
実
情
を
問
い
合
わ
せ
た
の
が
交
流
の
き

っ
か
け
。
上
野
さ
ん
ら
の
案
内
で
一
月
七
日
、
県
北
を

回
っ
て
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
を
訪
れ
、
巣
箱
を
見
学
し
た
。 

           


